


















































回全て島根県内であり，第 1 回は 7 月に邑智郡
美郷町にて，研究者 3 名のスタッフで実施した。
第 2 回は 9 月に仁多郡奥出雲町にて，研究者 3
島根県立大学出雲キャンパス
紀要　第 13 巻，75-80，2018
 回 数         行 き 先  プ ロ グ ラ ム  
1 回  美 郷 町  
講 話 ： 「 ス ト レ ス と 対 処 法 」  
食 事 ： 町 を 一 望 出 来 る レ ス ト ラ ン で 地 元 食 材 を 用 い た
　 　 　  メ ニ ュ ー  
食 後 に 現 地 糖 尿 病 友 の 会 と の 交 流  
体 験 ： 陶 芸 ， 塗 り 絵 体 験  
2 回  
奥 出 雲 町
 
講 話 ： 「 日 常 生 活 で の ス ト レ ス 対 処 法 」  
食 事 ： 神 社 境 内 の そ ば 屋 で 地 元 特 産 の そ ば を 用 い た
　 　 　  メ ニ ュ ー  
体 験 ： ミ ニ そ ろ ば ん ・ そ ろ ば ん 珠 ア ク セ サ リ ー つ く り  
3 回  大 社 町  
鷺 浦  
講 話 ： 「 リ ラ ク セ ー シ ョ ン 技 法 」  
食 事 ： 仕 出 し 弁 当 で 地 元 の 海 の 幸 を
用 い た メ ニ ュ ー  









































アンケート用紙は第 1 回 12 名，第 2 回 11 名，
第 3 回 8 名の研究参加者 31 名に配布し，全員か
ら回収した。
１．研究参加者の概要および参加理由
研究参加者の概要は，年齢が 50 歳代 3 名
（9.7 ％），60 歳 代 8 名（25.8 ％），70 歳 代 16 名
（51.6％），80 歳代 4 名（12.9％）であった。性別
は男性 13 名（41.9％），女性 18 名（58.0％）であっ
た。糖尿病療養者は 22 名（71.0％）であった（表
2）。








第1回    第2回    第3回      全体
50代　  2　    　   1           0           3
60代　  3　    　   2           3           8
70代　  5　    　   6           5          16
80代　  2　    　   2           0           4
2) 性別
男性 5 4 4 13
女性 7 7 4 18
3）糖尿病
糖尿病（有） 7 8 7 22









ツ ア ー 内 容 の 満 足 度 で は，「 満 足 」20 名
（64.5％），「やや満足」8 名（25.8％），「どちらで
もない」1 名（3.2％），「やや不満」0 名（0％），「不
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